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人生の最終段階における医療の普及・啓発の在り方に関する検討会 

開催要綱 
 

 

１ 目的 

○ 人生の最終段階における医療については、医療従事者から患者・家族に適切な

情報の提供と説明がなされた上で、患者本人による意思決定を基本として行わ

れることが重要である。 

 

○ 本検討会は、人生の最終段階における医療に関する意思決定支援を図るために、

国民に対する情報提供・普及啓発の在り方等について検討することを目的に開

催する。 

 

 

２ 協議事項 

（１）国民に対する情報提供・普及啓発の在り方について 

（２）国民、医療従事者等の意識調査結果を踏まえた今後の課題の整理について 

  （３）人生の最終段階における医療に関する意思決定支援に必要なその他の事項 

     について 

 

３ 構成員 

（１）構成員は別紙のとおりとする。 

（２）座長は、構成員の互選により選出する。座長は、座長代理を指名することが  

できる。 

（３）座長は、必要に応じ、構成員以外の関係者の出席を求めることができる。 

   

 

４．運営 

（１）会議の議事は、特に非公開とする旨の申し合わせを行った場合を除き、公開

とする。 

（２）会議の庶務は、医政局地域医療計画課において行う。 

（３）この要綱に定めるもののほか、会議の運営に関し、必要な事項は、座長が定

めることとする。 
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 氏 名 所 属 ・ 役 職 

 岩田 太 上智大学法学部教授 

 内田 泰 共同通信社生活報道部編集委員 

 金子 稚子 ライフ・ターミナル・ネットワーク代表 

 川平 敬子 宮崎市健康管理部医療介護連携課長補佐 

 木澤 義之 神戸大学医学部附属病院緩和支持治療科特命教授 

 木村 厚 全日本病院協会常任理事 

 熊谷 雅美 日本看護協会常任理事 

 権丈 善一 慶應義塾大学商学部教授 

 齊藤 克子 医療法人真正会副理事長 

 斉藤 幸枝 日本難病・疾病団体協議会常務理事 

 佐伯 仁志 東京大学法学部教授 

 清水 哲郎 岩手保健医療大学学長 

 鈴木 美穂 NPO 法人マギーズ東京共同代表理事 

日本テレビ放送網株式会社報道局社会部 

 瀬戸 雅嗣 全国老人福祉施設協議会統括幹事 

 髙砂 裕子 南区医師会訪問看護ステーション管理者 

 早坂 由美子 北里大学病院トータルサポートセンターソーシャルワーカー 

 樋口 範雄 武蔵野大学法学部教授 

 紅谷 浩之 オレンジホームケアクリニック代表 

 松原 謙二 日本医師会副会長 

 横田 裕行 日本医科大学大学院医学研究科救急医学分野教授 

   

   

  


